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1．背景と研究目的 

銅を多く含む青色と緑色の釉薬断面の蛍光X線分析および銅のXAFS

分析を行い、銅の化学状態が異なることが判った。この原因として透明

釉薬に含まれるアルカリ金属の影響が起因していると思われたので、珪

石、長石、カオリン、石灰等の透明釉薬に含まれるカリウムに注目しコ

バルトブルーの発色にどのような関わりがあるかを明確にする。 

 

2．実験内容 

銅を用いた青色と緑色のテストピースを作製し、厚さ 1mm 弱の釉薬

を斜め研磨し、あいちシンクロトロン光センターの BL6N1 のシンクロ

トロン光を用いて釉薬の表面、中心部、素地付近のカリウムの XAFS に

よる化学状態分析を実施した。また、比較のために透明釉薬の原料であ

る長石、カオリン、珪石等についてもカリウムの XAFS 測定を行うこと

により、テストピースのカリウムの化学状態を評価した。 

 

3．結果および考察 

カリウムの XAFS スペクトルを

図 2 に示す。青色サンプルのカリ

ウムのスペクトルは表面、中心部、

素地付近すべて 3617 eV 付近にピ

ークを持ち、インド長石のカリウ

ムのピーク位置とほぼ一致してい

た。これに対し、緑色のサンプルは

3613 eV と 3617 eV 付近にピークを

持っており、ネズミ石灰のカリウ

ムのスペクトルとほぼ一致してい

た。このように青色と緑色のサン

プルでカリウムの XAFS スペクト

ルが異なっていることより、カリ

ウムが青色の発色に関与している

と思われる。 

今後、透明釉薬に含まれるアルカリ金属であるカルシウムについても検討する予定である。 
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図１ 測定サンプル外観 

図 2 サンプルおよび釉薬原料のカリウムの XAFS スペクトル 




